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コロナ禍において、安心して暮らせる持続可能な那須塩原市を考える、市民向け講演会を

開催します。 

日々、新型コロナウイルス重症患者に向き合う医師の立場で、安心して暮らすための「地域

医療のあり方」「まちのかたち」を語っていただきます。 

 

 ■ 演題                                       

“コロナ禍”で考えるまちづくり ～医療は、まちを育て、ひとを育てる～ 

 

 ■ 日時                                    

令和５年２月１８日（土曜日） 午後２時から午後４時まで（午後１時３０分開場） 

 

 ■ 会場                                     

ＧＵＮＥＩ三島ホール（東三島６丁目３３７） 

 

 ■ 講師                                     

小倉崇以（おぐらたかゆき）医師 

済生会宇都宮病院 救急・集中治療科 

栃木県救命救急センター 所長 

日本救急医学会ＥＣＭＯネットワーク特別委員会 委員長 

   【専門分野】救急医学、集中治療医学、災害医学など 

 

 ■ 定員                                    

２４０名（要申込・先着順・参加費無料） 

 

 ■ 対象                                    

那須塩原市民 

 

 ■ 申込方法                                   

電話申込 ０２８７－７３－８８２３（平日 午前９時から午後５時まで） 

 

 ■ 受付開始                                   

令和５年１月２０日（金曜日） 

令和５（2023）年１月 19日 定例記者会見資料 
所属 保健福祉部  

新型コロナウイルス感染症対策室 
氏名 （室長）粟野 誠一 電話 0287-62-7197 

新型コロナ特別フォーラムの開催について 

  



“コロナ禍”で考えるまちづくり
～医療は、まちを育て、ひとを育てる～

那須塩原市 新型コロナ特別フォーラム

日 時

会 場

定 員

申込方法

主催：那須塩原市 新型コロナウイルス感染症対策室

令和5年2月18日

GUNEI三島ホール
（那須塩原市三島ホール/住所：東三島6丁目337）

240名（要申込・先着順）参加費無料

電話申込 0287-73-8823
平日午前９時～午後５時（1月20日 受付開始）

新型コロナウイルス重症患者と日々向き合っている小倉先生が考える安心して暮らせるまちのかたちとは？
いつまでも「人がつながり新しい力が湧きあがる那須塩原」であるために、
私たち一人ひとりができる小さな一歩をみんなで一緒に考えてみませんか？

お ぐら たか ゆき

講師小倉 崇以 先生

済生会宇都宮病院 救急・集中治療科
栃木県救命救急センター所長
日本救急医学会ECMOネットワーク特別委員会委員長

【経歴】
1983年 栃木県生まれ
栃木県立宇都宮高等学校卒
東京慈恵会医科大学卒
英国ケンブリッジ大学に留学し人工心肺（ECMO）を研修

【専門分野】
救急医学、集中治療医学、災害医学を中心とし、人工呼吸、
人工心肺(ECMO)、外傷蘇生、熱傷手術、ドクターヘリ、
ドクターカーでの治療を手掛ける

TBSドキュメンタリー

情熱大陸出演

令和3年3月28日放送

対 象 那須塩原市民

土 午後2時～午後4時
（午後1時30分開場）
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